
カ
キ
ヨ
シ

古
川
。

恒
一
吉

『「あ
っ
た
ら
う
。
加
賀
町
色
精
は
京
町
在
泊
以
前
に
初
二

百
近
、
宇
は
君
行
。
踊
閉
の
両
事
。
削
本
町
立
民
び

一

カ
キ
ノ
キ
マ
チ
縛
本
町

世
揮
の
町
古
。
部
閣

当
っ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
。

一
組
川
文
阻
酬
の
門
人
で
、
明
治
初
年
AK
仰
に
来
住
L
、

一
に
、
自
前
川
利
市
町
時
.
抜
方
に
締
木
品
や
也
か
れ

司

カ

ガ
り
ピ
ワ
虫
、ン
歯
車
火
涯

珠
洲
叩
惣
協
な
る

一
H
四
年
八
月

H
七
日
六
十
七
HM
で
到
し
た
。

-
a允
凶
、
此
内
地
に

Jhそ
れ
札
vr航
-P
ら
れ
た
が
、
後
畑

一
向
山
制
-
祉
の
秋
季
祭
に
、
夜
に
入
る
と
き
俗
仰
の
お

一

ガ
キ
ガ
ノ
ド

筏
鬼
ヶ
咽
山
川
山
山
，
糊
口
句
協

-
地
ψ
隠
し
て
地
子
川
と
し
、
民
'
糸
砂
1

砧
て
る
に
川
市
い
つ

一向
か
ら
曲師
天
ぬ
ま
で
銃
火
を
迩
ぶ
-
帥
部
山
町
い
ふ
。

一の
別
九
日
阪
か
ら
上
に
在
ろ。

m
-仙
一
入
任
。
米
。
越
た
と
い
」。

カ
ガ
ワ
カ
メ

加
費
者
和
布
日
間
三
味
恒
夫
文
ナ
山
名
刺
削
考
に
、『
是
よ
あ
リ
川
町
阪
と
い
」
。
限
山地
が
咽

カ
キ
フ
格
生

川
町
制
山
川
郷
に
凶
ず
ろ
符
尽
・

九
年
卯
月
=
一
日
の
僚
に
‘『
自
卵
、
翻
加
賀
若
利
布
一
折

一
と
い
ふ
狭
き
山
町
民
や
J
A
r、
。』
と

犯

す

る

。

世

間

行

・榊
泊
は
、
明
治
八
均
十
月
併
合
し
て
緋
坐
と

忠
之
』
と
あ
る
。
こ
は
在
泊
粗
総
立
・
小
箆
の
携
に
一

カ
キ
ガ
ハ
ラ
桂
押
原

以
前
鳩
山
開
巻
の
内
の
小
寺
。
携
す
ろ
こ
と
に
し
た
O
H
U
U
引
は
榊
遣
に
梯
や
一
名
産
と

益
す
る
も
の
な
る
べ
く
、
大
明
寺
で
は
お
し
き
め
と
一

カ
キ
ゾ
メ

寄
初
出
州
政
の
川
町
.
疋
月
一

一日

少

年

し
た
に
よ
る
。

い
う
て

名

産

と

し

て

ゐ

る

。

一

容

器

初

売

な

し

、
之
常
設
俗
榊
に
掠
げ
た
。
男
児
の

カ
ギ
マ
チ

鍵
町

金
郊
の
部
川
針
。
元
政
九
年

カ
カ
ン
シ
ョ
ウ
セ
ツ
可
混
小
説
ご
十
五
加
。
ご
試
築
は

『
春
闘
春
水
一
時
来
』
の
如
、君
佐
句
そ
撰
び
、

の
木
町
肝
煎
純
治
附
に
時
川
町
・鎚
町
と
椛
せ
て

一
説

和
地
朗
幹
活
。
此
の
間
U

は
活
者
の
見
聞
し
た
こ
と
、

一
目
的
に
蹴
徳
大
問
訓
と
犯
し
、
'
淀
川
に
在
つ
て
は

『
新
約
と
す
る
か
ら
、
日
同
は
倣
川
も
新
川
の
内
で
あ
っ

州
叫
ん
だ
も
の

弘
一政獄
、
他
か
ら
受
け
た
消
息
の
お
揮
す
ご
玉
の
と
し
の
始
に
一
ふ
で
そ
め

L
t
f』
の
如
き
慌
た
の
で
あ
ら

4
0

や
記
し
た
も
の
で
、
織
に
内
容
の
雑
然
た
る
も
の
で
一
4文
に
民
館
御
耐
と
鶴
橋
へ

、
米
加
に
姓
名
令
部
し
、

あ
る
が
、
元
総

・
平
保
の
悦
態
が
わ
か
り
、
殊
に
若
一
共
に
器
部
紙
特
別
ひ
た
。
践
例
同
の
品
川
棚
札

yrmし
た
後
、

利
の
附
室
鳩
山
蝉
脱
年
の
生
活
状
態
が
明
ら
か
に
せ
ら
で
」
の
科
や
-
土
却
に
入
れ
て
謀
総
と
し
、
M
M制
止
ゲ
果
樹

れ
る
。
そ
の
最
初
の
ご
加
は
、
地
巣
小
説
の
名
に
於
て
の
棋
に
散
布
す
る
と
き
は
、
ロ
季
に
吋r
pり
て
虫
何
十
・

い
て
版
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
隠
っ
て
可
制
小
説
青
梅

一
氾
る
と
言
は
れ
た
。

川捕
の
お
で
あ
る
如
〈

解
脱
し
た
も
の
も
少
く
な
い
一

ヵ
キ
ダ
持
団

珠
洲
川
中
〈
郎
時

U
O内
内
の
小

が
、
そ
れ
は
公
然
殺
誌
で
あ
る
。

一
山ナ。

カ

キ

持

加
賀
に
は
昔
か
ら
椀
紛
が
多
〈
培
益
一

カ
キ
ノ
ウ
ラ
垣
ノ
浦

山
品
川
知
仰
の
内
の
小
出
。

せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
そ
の
日
開
閉
酬
に
は
、
思
制
・知
気
守
・
一

カ
キ
ノ
キ
シ
ョ
ウ
ジ
持
木
小
路

魚川
仰
の
桃
川

妙
林
・米
永
・中
松
・白川光
・保
古
等
で
、
こ
れ
警
は
笹
て
名
。
野
川
ご

1
円
の
小
山
間
か
ら
叩
市
川
必
川
の
間
売
い

石
川
淵
の
地
占
円
で
あ
る
か
ら
、
特
に
こ
の
仰
の
筏
の

一
う
た
。
今
は
附
石
坂
に
邸
し
て
ゐ
ろ
o
wu
前
川
利
市

民
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

所
々
に
抑
木
出
荷
む
か
れ
た
町
、
此
内
地
に
4
そ
の

カ
キ
ウ
チ
垣
内
」
カ
タ
チ
一
町
内
。

一
納
付
脅
命
ぜ
ら
れ
た
か
ら
此
の
れ
が
あ
る
と
い
ふ
。

カ
キ
ウ
チ
ウ
ン
リ
ン
垣
内
雲
絹
川

μト
一
町
一内

一

カ
キ
ノ
キ
パ
生
ケ
妨
木
畠

京
町
仰
の
川
市
川で、

右
嶋
の
子
。

名
は
徹
。
飛
捌
の
仰
家
。
£
瞬
・お
竹
・
一
今
は
宮
内
般
の
浴
か
ら
、
市
は
幌
町
口
溜
U
M
師制札
町
出

船
出
山
の
税
が
あ
っ
て
、
能
川
文
献
酬
に
抑
制
き
、
凶
侠一蹴

一
ひ
、
阪
は
仰
脱
締
ま
で
の
間
新
上
柿
木
出
と
し
.
そ

の
m
M
そ
能
く
し
た
。
明
治
サ
四
年
か
ら
川
四
年
ま
で
一

れ
よ
り
呑
林
切
結
ま
で
所
下
梯
木
市
と
い
ふ
。
苛
は

金
制
刊
に
液
化
し
て
ゐ
た
が
、
大
疋
八
年
七
月
十
七
日

一
此
の
川
辺
郡
ベ
て
防
火
の
伐
に
、
枇
仰
木
々
。M
削
る
ん
て
む
い

七
十
四
山
同
作
一
以
て
取
京一
に
残
し
た

。

た

放

の

都

で

、
そ
の
邸
地
と
な
っ
て
か
ら

4
附取
引と

カ

キ

ウ

チ

ユ

ウ

リ

ン

垣

内

右

附

し

て
袋
っ
た
の
で
あ
る
。

宇:
l主

力
力
ー
ー
カ
ク

胤
μ
川郡
品
川
保
に
出
す
る
邸

し
て
組
閣
寺
の
中
で
と
し
、
主
剛
寺
町
例
忽
せ
ら
れ

a
-

に
丑
ん
で
開
山
と
な
り、

附田円

H
f五
年
五
月
十
八
日
-

寂。
カ
タ
カ
イ
シ
ン
ゼ
ン

四
回
海
員
模
石
川
部
W
洞

宗
大
采
寺
泊
十
代
の
“
持
。
羽
州
の

λ
、
副院
仙
司
習

船
山
に
受
毅
制
法
し
、
川
凶
永
川
市
寺
に
泊
恥
と
な
り
‘

後
総
持
替
に
都
勅
し
た
。
初
め
奥
州
の
制
位
寺
、
次

に
須
州
の
E
N
符
詩
仙
・越
中
の
光
郡
・信
泌
の
頼
民
等

に
制
刊
住
し
、
文
政
六
年
都
大
束
寺
に
入
。、

六
月
朔

日
開
惜
市
川
副
出
し
た
が
、
一
位
五
年
の
後
、
信
浪
宗
削

寺
に
退
隠
し
、
文
政
十
一
年
十
二
月
什
三
日
寂
。

カ
ヲ
ケ
ン

問問
賢

m
m
人
印
刷
の
給
制
で
、
注
保
=
一

年
白
山
本
自
の
耐
品
閉
そ
訓
い
た
こ
と
は
白
山
宮
恥
服

部
中
間
銘
に
秘
せ
ら
れ
、
そ
の
一
岬
品
開
は
却
に
存
し
て

賀
川
世
史
術
品
に
指
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
今
そ
の
代
中

に
別
に
古
い
州
木
が
添

へ
ら
れ
‘
そ
れ
に

『
脳
人
防

総
所
m
u
m
談
山
前
川
町
筑
』
と
出
い
た
張
紙
が
あ
り
、
父

『
子
時
資
総
武
年
一帆卯月一一
一日
奉
修
補
之
、
代
祭
札
口

也
。
月
制
加

γ
位
的
行
使
』『
砧
一

利
附
制
果
作
。
来

判

ハ
良
品

切
。
花
・い
則
的
郡
山
山
弟
子
也
。
了
位
切
北
十
如

mw，出川

之。
』
『
大
利
閥
的
山間
住
諸
制
将
肢
』
と
刑
問
料
せ
ら
れ

て
ゐ
る

o
W山
戸
川
は
約
仰
で
、
川
出
紙
は
こ
の
修
補
内
際

恕
保
三
年
内
議
袋
市
立
そ
切
取
っ
て
町
布
し
た
も
の
で

あ
ら
う
。

然
ろ
に
近
年
科
修
怖
が
行
ば
れ
た
お
、
日μ

例
加
の
帥
判
水
所
取
外
し
て
上
箱
の
中
に
牧
め
て
也
い
た

も
の
で
あ
る
。
剖
在
の
談
終
裂
に
は

『
す
時
明
治
一一一

十
二
年
十
月一一

H
器
開
限
内
山
三
大
制
徳
像
大
阿
川
刷

梨
突
出
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
附
引
が
者
へ
ら
れ
L
V

の

で
あ
る
。

カ
キ
ヲ
ジ
ン
ジ
ヤ
締
尾
神
社

珠
洲
仰
行
延
に

叙
脱
す
る
。
式
内
叩
甲
山
判
枇
閉
山
に
、『
梯
同
副
祉
。
木
郎

郷
行
語
村
銀
座

o
m
z柿
m
b枇
則
訓
u
』
と
あ
る
。

カ
合
エ
イ
腕
酷用

品
市
川
仰
時
宗
玉
県
寺
間
代

o
m

附
は
H
ハ
阿
。
一
兆
融
十
年
四
月
十
入
円
仙
川
介。

カ
ク
エ
イ
ジ

箆
示
寺
刑
制
同
郷
凶
作
内
に
在
っ

て
、
ロ申品
川
祇
に
印
刷
す
ろ。

J
h
t
M
m
・川
内
に
日
た

こ
と
が
あ
る
。

カ
ヲ
オ
ウ

閉口懸

命
開
時
出
目
玉
泉
寺
=
一代
ω
例

附
は
州
出
向
。
足
取
九
年
四
月
八
日
一
閉
山
判
。

カ
ヲ
オ
ウ
イ
ン
田
町
皇
院

以
前
側
附
制
に
在
っ

て
、
円
相
酬
白
川
に
町
出
す
る
0

・h
と
総
持
守
山
内
山
間
法
院

所
脳
で
、
臨
永一
六
年
大
倣
宗
一
令
之
ψ
制
強
し
た
。

カ
ヲ
オ
ウ
エ
ト
ウ

箆
翁
窓
等
附
阪
の
入
、
父

は
前
川
大
庇
山
町
士
。

十
二
一
践
に
し
て
竹
山
祭
寺
の
初
長

谷
山民
に
従
号
て
下
辺
し
、
川
お
し
て
大
間
怒
川
山
に
制

L
、
約
山
利
向
田
山
仰
の
法
氏
サ
ゲ
川刊
せ
ら
れ
、
山川札
T
M
m

い
で
加
川
口
玉
仙
寺
に
什
比
し
た
。
天
正
巾
前
川
長
日
判
明

カ
タ
ゲ
ン
ジ

隠
居
眼
寺

〈
bm巾
小
士
山
地
町
に
花
っ

て
、
法
判
山
と
悦
し
、
相
昨
日
土
宗
に
印
刷
す
品
。
も
と
法

品
川
原
に
在
っ
て
、
何
回
安
一
一
ロ
ヰ
念
強
制
鄭
界
的
川
怖
が

之
札
管
制
力
し
た
。

出入
問
六
年
五
月
日
持
が
女
犯
の
侭

一
五
九


